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中鎖脂肪酸トリグリセリド及びリポプラヒン給与が
初産豚の繁殖性に及ぼす影響

岩本英治'・設楽修'

要約

ランドレースと大ヨークシャーの一元雑種 (LW)の初産豚を用い，中鎖脂肪酸トリグリセリド

(以下MCTと呼ぶ)，長鎖脂肪酸トザグリセリド(以下LCTと呼ぶ)及びリボフラピン(以下R

と呼ぶ)を授乳期間中の館料に添加して，母豚のエネルギー摂取量，分娩前後の体重の変化と離乳

後の発情再帰並びに子蕗の増体性に及ぼす影響を検討した.

l 母豚の体重の減少率は対照、区が9.0%，MCT区が9.2%，R+MCT区が11.2%， R + L C T 

区が9.4%でR十MCT区が他の藍に比べて大きかった.

2 発情再婦についてはMCT区が最も優れ，発情再帰日数は11.0E3で他の匿に比べて短く，発情

再帰率，受給率についても高い値を示した.

3 生産子豚数及び育成率は対黒区が7.8頭， 87.7%， MCT区が8.6頭， 97.5%， R十MCTIZが

8.8頭， 98.0%， R十 LCT区が8.8頭， 97.5%であった.

4 生産子蕗の離乳時体重は対照院が4.95kg，M C T匿が5.11kg， R + M C TIZが7.01kg， R十

LCT区が4.72kgで、R+MCT震が他の誌に比べて有意に大きかった.

Effect of Feeding Medium Chain Triglycerides and Riboflavin on 
Reproduction in Primipara Pig 

Eiji IWAMoTo and Osamu SHIDARA 

Summarγ 

Energy intake and growth performance of suck1ing pig1ets and sows and resumption of estrus 

were studied in primiparous pigs fed Medium Chain Trig1ycerides (MCT) ， Long Chain 

Trig1ycerides (LCT) and R iboflavin (R). 

(1) Body weight at weaning decreased to 9.0， 9.2， 11.2 and 9.4% that atparturition in contro1， 

MCT， R十MCTand R十LCTgroups， respective1y. The R十MCTgroup， 10ss of body weight 

was greatest. 

(2) Estrus resumed at 11.0 days the MCT group was shorter. 

(3) Pig1etrateofraising to 87.7，97.5，98.0 and 97.5% that in contro1， MCT， R+MCT and 

R + LCT groups， respective1y. 

(4) Pig1et production with weaning weighs of 4.95，5.11，7.01 and 4.72kg. The R十MCTgroup， 

body weight was greatest. 

キーワード:初産豚，中鎖脂肪酸トリグリセリド，長鎖脂肪酸トリグリセリド， リボフラピン，

子抵の増体，発情再帰

緒 5 

中鍛脂肪酸トリグリセリド (Mediumchain Trig1y-

cerides，以下MCTと呼ぶ)は， 6 ~12の炭素鎖長か

らなる飽和脂肪酸で，通常ココナッツオイルから精製さ

れる. MCTは鎖長が短いという物理的特性から，牛脂

や大豆油といった自然界に多く存在している長鎖措肪酸

トリグリセリド(L ong chain T rig1ycerides，以下

LCTと呼ぶ)と代謝が異なり，吸収された後も肝臓に

おいて速やかに酸化分解され，エネルギーとして直接利

用されることが知られている 5)1997年 8月29日受理

*中央農業技術センター 著者らは，前報6)で初産蕗lこMCTとLCTを給与し
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た結果. MCTはLCTに比べて，摂取したエネルギー

を効率的に利用し，授乳による母豚の損耗を伴うことな

く，繁殖成績を向上させることを報告した.

こうした特性を持つMCTは，新生豚への給与により

体内のグリコーゲンや謹白質のようなエネルギー源の消

費を少なくする効果3)や繁殖豚への給与による子豚の生

存率を高める効果3】などが認められている.

本試験では. MCTの利用性をさらに高める自的でM

CTに加えて補酵素としての機能を持ち，指質やアミノ

酸の代謝に重要な鋤き号をすることが知られているリボフ

ラビン(以下Rと呼ぶ〉を問時に添加し，初産豚へのよ

り効果的なエネルギー給与法を検討した.

材料及び方法

1 試験期間

1996年 9月22日から1997年 1月3日に実施した.

2 試験区分及び供試豚

試験援はMCT区. R 十MCT区. R+LCT区の 3

底と対照、院を設け. LW初産~を各区 5 頭供試した.

3 朗料給与方法

給与飼料以市販の種豚用配合鈎料を用い，その成分値

を表 1に示した.銅料添加油n話はMCT及びLCTとし，

前報6)と閉じものを用いた. Rは銅料添加物として市販

されている純度96%のものを用いた.

供試豚ヘの飼料給与量は，授乳期間中の体重減少率が

8%以上になると発情再帰日数が遅延するという前報6)

の成績から，離乳時体重が分娩時体重の92%を維持する

エネルギー景を日本飼養標準9)に基づき設定し，これを

基準摂取震とした.分娩後 3日目の時点で，この基準摂

取量を摂取できない母肱について試験会実施し，油脂給

与区は不足する可消化エネルギー(以下DEと呼ぶ)量

についてMCT及びLCTにより補った.対照、区は無添

加とした，さらに. R添加量は香川らりが躍に対する R

の給与効果を認めた飼料の0.1%とした. この添加量は

日本飼養標準9)が示すRの要求量 (0.00037%)の約270

倍であった.

離乳は分娩後25日自に行った.

4 調査項目及び調査方法

母豚の飼料摂取量は給与量と残飼量の差で算出し，分

娩後 3，. 6. 10. 14. 18. 22B 白及び~ffi.乳日に測定した.

体重及び背脂肪厚の測定は分娩時及び飼料摂取量の制定

日lζ行った.背脂肪犀は超音波式豚背脂肪淳測定器(リー

ンミータ…)を用い，体長 1/2部位の正中線から左側

に約 2cm離れた部位で測定した.繁漉成績は発構再帰日

数，発，t青再:持率及び、受胎率について調査した.由液検査

表 1 餌料成分 (%) 

T DN  DCP CP 組脂肪 D E(McaI) 

72.0 12.0 14.0 2.0 3.161 

は分挽予定7臼前，分挽後10日目及び離乳時の朝の飼料

給与前に真空採血管を用い頭静脈から採取して分析に供

した.採血直後に赤血球数(以下RBCと呼ぶ). 白血

球数(以下WBCと呼ぶ)及!びへそグロビン(以下Hb

と呼ぶ)は自動血球計数機で，へマ lトクリット(以下

Htと呼ぶ)は毛織管法により測定した.また，採血産

後に遠心分離し，得られた血清は分析するまで-40
0Cで

保存し，血清総蛋白(以下TPと呼ぶ).グルコース

(以下Gluと呼ぶ).総コレステロ…Jレαi下T cho 

と呼ぶ)トリグリセリド(以下TGと呼ぶ)及び尿素態

窒素(以下BUNと呼ぶ〉は血液自動分析機(露土ドラ

イケム5500.富ことフィルム)で測定した.遊離脂肪酸

(以下NEFAと呼ぶ〉は測定用キット (NE F ACテ

ストワコー)を用いて測定した.

子践の体重測定は生時，分娩後 3. 6. 10. 14. 18. 

22B自及び離乳時に行い，育成率は離乳頭数/出生頭数

とした.

5 統計処理

一元配量分散分析を行い，有意差の検定を 5%水準で

行った.

干結 果

1 錦料摂取量，油脂給与量及びDE充足率

授乳期間中の飼料摂取量，油指給与量及びDE充足率

を表 2に示した.餌料摂取量は各区に差がなく，油脂給

与量はR+MCT区が他の震に比べてやや少なかった.

授乳期間中のあらかじめ設定したDE量に対する充足率

は，対日号、震が90.5%. M C T IRが101.1%. R+MCT 

霞が98.9%. R + L C T区が99.2%で油脂給与区はほぼ

充足されていた.

表 2 錦料摂取量，油路給与議及びDE充足率

区分
銅料1瓢量 (kg) 治脂給与景 (g)DE充足率

臼量総量 日 総量 (%) 

対照 区 3.6 90.9 90.5 

MCT区 3.8 94.0 145.4 3198.2 101.1 

R+MCT区 3.7 91.9 97.4 2141.8 98.9 

R十LCT区 3.7， 91.5 118.9 2616.0 99.2 
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2 接乳期間中の体重減少率の変化

供試母豚の分娩時体重を基にした授乳期間中の体重減

少率の変化を図 1に，離乳時の減少率を表3に訴した.

体重の減少率では対照、~及びR+LCT区はほぼ同様な

変化を示し，分娩後3呂田以降緩やかに減少した.離乳

時ではそれぞれ9.0%及び9.4%の減少率となった.MCT 

区は分娩後10日目までは急激に減少したが，それ以降は

緩やかとなり，離乳時減少率は9.2%となった. R 十
MCT区は分娩後 3日毘以降漸減し，離乳時減少率は

11.2%で他の震に比べて約 2%高くなった.いずれも藍

摺に統計的に有意な差はなく且つ平均値の差も小さかっ

た.

3 授乳期間中の背脂肪厚減少率

供試母豚の分娩時背脂肪摩を基にした授乳期開中の背

脂肪厚減少率を表3に示した.対照、区が15.2%，M C T 

区が16.4%， R+MCT区が21.2%，R+LCT区が

17.6%で体重の減少率と同様な結果であった.これにつ

いても区間に統計的に有意な差はなく且つ平均値の差も

小さかった.

4 子豚生産状況

子豚生産状況を表4に示した.鴫乳子豚頭数は対照震

が7.8識， MCT誌が8.6頭， R十MCT震が8.8頭， R十

LCT震が8.8頭であった.子蕗の離乳頭数及び育成率

はMCT区がそれぞれ8.4頭， 97.5%， R+MCT区が8.6

頭， 98.0%， R十 LCT区が8.6頭， 97.5%で対照区の6.8

頭， 87.7%に比べて多くなり，統計的に有意な差ではな

いが平均値の差が大きかった.子豚の体重は，生時で対

照、底及びMCT区が1.34kg，R + M C TIRが1.37kg，R 

十 LCT区が1.32kgで各区に差はなかった.離乳時では

対照~が4.95kg， M C T区が5.11kg，R+MCT区が7.01

kg， R+L CT区が4.72kgでR+MCT区が他の区に比

べて統計的に有意な差がみられ， ~2 のとおり分娩後 6

自由以降急激な増加を示した.また，子豚総増{本量にお

いても開様に，対照区が24.50kg，M C T区が30.92kg，

R十MCT区が47.50kg，R + L C T区が29.48均でR+

MCT~が他の区に比べて統計的に有意に多くなった.

5 繁殖成績

離乳後の発情再婦を表5に示した.発情再帰日数はM

CT区が最も早く，次いでR+MCT区，対照、区， R十

LCT震の111震であった.離乳後初日以内での発情再帰率

はMGT区及びR+MCT区が80.0%，対照、区が60.0%

及びR十 LCT区が40.0%であった.また，初回交配で

の受胎率はMCT区が80.0%で対照区の40.0%， R十

MCT区及びR十 LCT区の60.0%に比べて高くなり，

各区間に統計的に有意な悲はないが平均値の差が大きかっ

fこ.

6 血液成分の変化

RB C， H t及びHbはいずれの区も分娩前に比べて

離乳時では低億を示したが， WBCでは逆にいずれの区

も分娩前に比べて離乳時で高い値安示した.また， TP 

(% ) 

100.0 

95.0 

一品一対照区

ー←MCT区
一世-R+MCT区

85.0卜 一持-R+LCT区

80.0 

分娩時 3日後 6日後 108後 14日後 18日後 22日後離乳時

密 1 供試蕗の体重減少率

表3 授乳期間中の体重及び背脂肪厚の減少率(%)

分 体重 背脂肪厚

対期、区 9.0:1:3.9 15.2土5.2

MCT区 9.2:1:1.4 16.4土2.2

R十MCT産 11.2土2.9 21.2土3.4

R+LCT区 9.4:1:2.2 17.6:1:3.3 

表4 子豚生産状況

区 分
噛乳頭数 子蕗体重 (kg) 子豚総増 離乳頭数 育成率

(頭) 生 時 離乳時 体量 (kg) (頭)

立す 昭 ~ 7.8:1:0.8 1.34:1:0.15 4.95土0.44a 24.50主 5.24a 6.8土0.8 87.7土10.0

M C T 区 8.6土1.9 1.34土0.11 5.11こtO.74a 30.92:1: 7.07 a 8.4土2.1 97.5土10.0

R 十MCT~ 8.8こた0.8 1.37こtO.17 7.01こは.13b 47.50:1: 7.12 b 8.6:1:0.5 98.0:1: 0.0 

R 十 LCT~ 8.8土1.6 1.32土0.11 4.72土0.66a 29.48こは0.02a 8.6こと1.8 97.5土10.0

a， b間に有意悲あり (Pく0.05)
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及びBUNは試験期間中に大きな変化はみられなかった.

いずれも測定時期及び区聞に統計的に有意な差はなく畳

つ平均鑑の差も小さかった.

Gluほ対照区， MCT区及び双十MCT区で分娩訴

に比べて離乳時でわずかに上昇したが， R+LCT区は，

逆に離乳時では分娩前に比べて低値を示し，統計的に有

意ではないが区閣の平均値の差が大きかった.血清脂質

について表6に示したが， T-c h 0は各区とも分娩後

上昇し，離乳時では分娩前に比べて高値を示し，統計的

に有意な変化ではないが測定時期の平均値の差が大きかっ

た. TGは対照区， R+MCT区及びR+LCT区が分

娩後減少し，離乳時では分娩前に比べて統計的に有意に

減少した. MCT藍は逆に分娩後10臼自に上昇したが，

離乳時にはほぼ分娩前の値まで低下した.区聞には統計

的に有意な差はなく旦つ平均値の差も小さかった. NE 

FAは各区とも離乳時は分娩前に比べて高鐘を示したが，

MCT誌においては他の区が分娩後上昇したのに対し，

分挽後10日自に低値号告示し，統計的に有意ではないが測

定時期及び区間の平均値の悲が大きかった.

考 襲

母掠の体重及び背脂肪揮はほぼ河様な変化を示してお

り，分娩前に比べで離乳時ではいずれの藍でも減少した.

その体重減少率は有意な差ではないが， R十MCT区が

11.2%で他の区よりも約 2%高くなった.また，対照区

ではDE充足率が90.5%と低かったにもかかわらず，大

きな減少を示さなかった. これらは，子豚の増体量と育

成率の蓋によるものと考えられ，対照区は子豚の総増体

量でMCT区及びRギLCTIZよりも約 6kg，R+MC 

T区よりも23kg少なく，育成率が他の区よりも約10%劣っ

ていたことから，体脂肪の乳汁への動員が大きくなかっ

たと考えられる.また， MCT区の分娩後10日目以降の

体重減少率は低く推移し，離乳時ではR十LCT区より

も低値を示した. この結果は前報6)とほぼ同様な変化を

示しており，子豚の総増体量の成績からもMCTはこEネ

ルギーとしての利用性が高いことを意味している.

子豚の増体は，生時体重では各区ともほぼ同一であっ

たが，離乳時ではR+MCT区が一頭当たりの体重及び

一腹内の子豚総増体量において，他の区に比べて有意に

表 5 繁殖成績

kg 

8 

区分
発情再帰日数発情再帰率l 受胎率Z

(臼) (%) (%) 

昭 区 22.8ごと19.2 60.0 40.0 

M C T 区 11.0二七 7.4 80.0 80.0 

R+MCT区 19.2土10.5 80.0 60.0 

R + LCT区 32.5土26.7 40.0 60.0 

注) 1 :離乳後258以内での発情再帰率，

初回交配での受給率

4 

。

一軒目対照1&
目掛-MC T区

一世-R+MCT区
一持-R+LCT区

分娩時 38後 6日後 10日後 14院後 188後 22日後援乳時

図2 子豚体重の変化

表 6 血清脂質成分の変化

項目 測定時期 対照区 MCT区 R+MCT区 R十LCT区

分娩 7日前 83.6:t19.0 69.2土 7.0 81.5:t10.6 82.4ごと 8.9 

T駒 cho (昭/dJ!) 分娩10日自 105.6土21.5 107 .6:t 16.8 99.0ごと15.4 113.8こと 7~8 

離乳時 120.3:t21.1 118.7:t16.8 93.2こと 9.6 103.5土17.7

分娩7目前 56.8土11.6 39.8:t 8.7 54.0ごと10.9 48.0:t7.4 

TG (mg/ dJ!) 分娩10日開 35.0土15.5 53.0土38.3 40.2土11.8 37.0土7.4

離乳時 35.5土 6.5議 40.3ごと18.0 34.8土 7.1"' 27.0土5.2"'

分娩7日前 152.0:t 29.2 390.6土202.5 303.0:t235.3 256.2土184.5

NEFA (昭/dJ!) 分娩10日自 414.3:t290.5 237.7:t139.8 891.4:t539.7 516.0土430.8

離乳時 402.2こと247.8 426.8土144.1 431.4土221.8 500.0土156.8

議分娩7日部との間に有意差あり (pく0.05)
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高かった. Rはほ乳類の酸化還元系に必須であり，その

補醇索で、あるフラビンモノヌクレオ手ド及びヲーラピ、ンア

デニンジヌクレオチドは脂肪酸の分解と合成系に関与し

ている. R+MCT!Rは， MCTのエネルギーとしての

利用効率の高さに加えて， .Rの添加によりエネルギ…代

謝や鷲自質代謝が活性化され，摂取したエネルギー及び

体脂肪の利用効率の改善により子豚増体性が向上したと

考えられる.また， R十LCT震はMCT!Rに比べてわ

ずかに劣るがほぼ同様な発育を示した.このことから，

LCTにさらにRを添加することにより，子豚の増体性

が改善されると考えられる. しかし，両区とも Rの添加

によって摂取エネルギ…以上の乳量増加に伴う栄養不足

により，体脂肪の動員が大きく，母豚の体重減少や発情

再婦に悪影響を及ぼしたと考えられる.

子豚の育成率は，対照区が87.7%で晴乳頭数が少なかっ

たにもかかわらず，他の区に比べて約10%低くなった.

試験期間中のへい死原因のほとんどが庄死によるもので

あることから，育成率の差は油脂添加で母乳の乳脂率が

高まり"子蕗に活力が付与されたことが影響していると

考えられる.

発情再帰日数はMCT底が11.0日で他の区に比べて短

く，離乳後25臼以内での発情再帰率，初臨交配での受胎

率ともに最も優れていた.これはMCT区の体護減少率

の変化をみると，分娩後10日目以降体重の減少率は低く

推移しており，高いエネルギー効率により分娩後10日自

以降栄養状態が改善され，発情再帰に影響したものと考

えられる.

母琢の体重減少量，子琢の増{本性及び離乳後の発情再

帰は互いに関連している.今回の試験における血清脂質

の変化をみても，これらの関係をよく反映していたと考

えられた.貯蔵脂肪は絶えず、分解と再合成をおこない，

糖が指肪酸に変えられTGが合成される一方， TGの分

解により生ずる NEFAは血中に放出される.このNE

FAはアルブミンと結合して体内を循環し，多くの器官

で、の主要エネルギー源となる.すなわち，畠中のNEFA

の増加は体脂肪の動員を意味し，母豚の栄養不足を表し

ている.肝臓から他の組織への脂質の輪送はTGが関与

するため，凪中のTG'立体脂肪の蓄積がなければ低下す

る.また， .T-C h 0 は肝臓で胆汁酸に変えられ，脂肪

の消化吸収を助ける働きをもち，血中のT-choの増

加は代謝の活性化を意味する.今回の試験において特に

子豚の増体性の向上により栄養不足と考えられたR添加

区は，分娩後NEFA憶が上昇し，逆lこTG値が減少し

た.また，発情再帰成績が優れていたMCT!Rの分娩10

8割以降のTG値が地の区に比べて高舗で推移していた

ことなどからも試験期間中の母稼の栄養状態を推測する

ことができる.

Trittonら11)及び:Carrolら4)は授乳期間中の鰐料摂取

量の増加に伴う DE摂取量の違いは，母豚の体重減少に

影響するが，子豚の増体性に対しては影響しないと報告

している.また， Babinszkyら2)は飼料ゅの脂肪含量を

高めると母乳の乾物，脂質及びエネルギー含量は有意に

増加し，子豚の増体性が改善されたと報告している.授

乳期の油脂及びビタミンの給与による子稼の増体性と育

成率の向上については嬬藤ら叫及び松本ら 8)によってそ

の効果が報告されている. しかし，粛藤ら同はDE要求

量が充足されない状態においてビタミンの給与を行うと，

その後の繁殖成績に悪影響を及ぼすと指摘している.今

国の試験においてもこれらの報告と同様な油脂及びR給

与の有用性が認められたが， R+LCT区において，離

乳後の発情再婦が対照墜に比べて劣っていたことを考え

ると母抵の摂取エネルギー及び泌乳能力の違いにおける

Rの使い分けを考慮する必要があると思われた.

今回の試験における館料費を試算すると，朗料添加し

たMCT及びLCTの価格は 1kg当たり500円及び400円

であり， リボフラビンの価格は 1kg当たり8，000丹であっ

た.基礎鰐料の単価を 1kg~たり 50河とした場合，試験

期間中の母豚一頭当たりの飼料費は対照区が4，543円，

MCT区が6，297円， R+MCT憶が6，399円， R+LC 

T区が6，355円となり，油脂及びRの給与区が対照区に

比べて約1，800円高くなった. しかし，子豚の増体性，

育成率及び発情再帰成績を考躍すると，この投資は決し

て高いものではないと思われた.

以上のことから，初産揮に対するMCTとRの雨時給

与は子豚の増体'投を有意に舟上させることがわかり，そ

の有用性が示唆された. しかし，子豚の増体量が標準以

となり，日本館養標準に基づく飼養管理では母蕗の損

耗が大きくなるため，子豚の増体をみながら給与エネル

ギーを増やす必要があると考えられた.さらに，離乳後

の発情再帰については， MCT!Rが他の区に比べて優れ

ていたことから，泌乳能力が高く，子豚が標準以上の発

育をすると判断できる場合にはRの添加は行わず， MC 

Tのみの給与の方が母琢の損耗を伴うことなく繁殖成績

を向上させると考えられた.
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